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■
天
然
芝
の
植
え
付
け
を
実
施

　

７
月
７
日
（
日
）
町
が
震
災
か
ら
の
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
の
１
つ
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
総
合
運
動
公
園
内
の
サ
ッ
カ
ー
場
に
天

然
芝
を
植
え
付
け
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
と
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
主
催

し
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
親
子
連
れ
な
ど
約

６
０
０
人
が
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
50
㌢
間
隔
で
土
を
掘
り
起
こ

し
、
約
４
万
株
用
意
さ
れ
た
芝
の
苗
を
一
つ

一
つ
丁
寧
に
植
え
付
け
。
芝
は
約
10
週
間
で

生
長
し
、
ピ
ッ
チ
全
面
が
覆
わ
れ
る
見
込
み

で
す
。

■
芝
生
化
の
方
法

　

ポ
ッ
ト
の
中
で
30
日
間
ほ
ど
育
て
た
芝
生

（
テ
ィ
フ
ト
ン
芝
）
を
田
植
え
の
要
領
で
、

サ
ッ
カ
ー
場
に
50
㌢
間
隔
で
植
え
る
も
の
で
、

２
カ
月
ほ
ど
で
生
育
し
て
そ
の
間
隔
が
埋
ま

り
、
一
面
緑
の
芝
生
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
つ
く
ろ
う

今
年
秋
完
成
予
定
の
サ
ッ
カ
ー
場
に
芝
苗
を
植
え
付
け
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テ
ィ
フ
ト
ン
芝
は
生
長
が
早
い
た
め
、
大
掛

か
り
な
工
事
を
す
る
こ
と
な
く
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
芝
生
化
で
き
ま
す
。

■（
公
財
）
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が

　
　 

　
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場
１
面
を
寄
贈

　

町
で
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
シ
ン
ボ
ル
の

１
つ
と
し
て
、
町
民
が
集
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
総
合
運
動
公
園
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
同
事
業
は
、
甲
佐
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く

り
事
業
と
し
て
国
土
交
通
省
と
連
携
し
て
実

施
し
、
緑
川
左
岸
の
安
津
橋
上
流
お
よ
び
下

流
側
に
整
備
し
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
場
は
、
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
１

面
と
、（
公
財
）
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら

寄
贈
い
た
だ
く
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場
１
面
の

合
計
２
面
を
整
備
。

　

天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
、

ア
ジ
ア
サ
ッ
カ
ー
連
盟
か
ら
い
た
だ
い
た
熊

本
地
震
復
興
支
援
金
（
30
万
Ｕ
Ｓ
ド
ル
）
を

活
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
夜
間
の
利
用
も

で
き
る
よ
う
に
照
明
設
備
を
備
え
、
今
年
秋

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
　
（
内
線
２
３
６
）

暑かったけど、みんなと
一緒に天然芝を植えられ
て楽しかったです。完成
した天然芝のピッチでプ
レーしたいです。

サッカー部の仲間
と 一 緒 に 参 加

井上 光晴さん
（甲佐中３年・緑町区）

　町では、町民の憩いの場、また熊本都市圏の地域間交

流の場として、緑川左岸に整備したグラウンド・ゴルフ

場と一体となり、安津橋上流および下流側の計画面積約

100,000平方㍍に、サッカー場（２面）、テニスコート

（８面）、野球場、ソフトボール場、ランニングコースな

どを整備する計画です。

　サッカー場は、人工芝サッカー場１面と、（公財）日

本サッカー協会から寄贈いただく天然芝サッカー場１面

の合計２面を整備。そのほかの施設についても順次整備

し、テニスコート８面を2020年に、野球場を2021年に、

ソフトボール場を2022年にオープンの予定となってい

ます。そして2023年にはランニングコースがオープン

し、全施設の供用開始となる予定です。

▲

安
津
橋
の
上
流
と
下
流
側
に
整
備
中
の
総
合
運
動
公
園
イ
メ
ー
ジ

2023年 オ ー プ ン を 目 指 し て
総 合 運 動 公 園 を 整 備 中
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■
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
法
改

　
正
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

最
近
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

巡
っ
て
は
、
返
礼
割
合
の
高
い
も

の
や
地
元
の
特
産
品
で
な
い
も
の
、

商
品
券
・
旅
行
券
な
ど
の
換
金
性

の
高
い
も
の
な
ど
を
返
礼
品
と
し

て
出
品
す
る
自
治
体
が
現
れ
、
自

治
体
間
の
過
度
な
返
礼
品
競
争
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
総
務
省
は
再
三

に
わ
た
り
「
高
額
品
」
を
返
礼
品

に
し
な
い
こ
と
や
「
商
品
券
」

「
家
電
」「
貴
金
属
」
を
返
礼
品
に

し
な
い
こ
と
な
ど
を
要
請
・
通
知

し
て
い
ま
し
た
が
、
改
善
し
な
い

自
治
体
が
あ
っ
た
た
め
、「
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

次
の
よ
う
に
３
つ
の
基
準
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
を
適
正

　

に
実
施
す
る
こ
と

　

法
改
正
後
は
、
返
礼
割
合
や
返

礼
品
を
地
場
産
品
と
し
て
い
る
か

な
ど
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
か
を

考
慮
し
、
総
務
大
臣
が
「
ふ
る
さ

と
納
税
の
対
象
と
な
る
団
体
」
と

し
て
指
定
し
ま
す
。

▼
返
礼
品
は
返
礼
割
合
を
３
割
以

　

下
と
す
る
こ
と

　

返
礼
割
合
を
３
割
以
内
に
す
る

こ
と
で
、
寄
付
先
に
よ
り
多
く
の

お
金
が
残
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た

寄
付
が
少
し
で
も
地
域
で
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
こ
の
ル
ー
ル
が
徹
底

さ
れ
ま
す
。

▼
返
礼
品
は
地
場
産
品
と
す
る
こ

　

と

　

返
礼
品
に
地
場
産
品
以
外
の
特

産
品
を
出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
し
た
が
、
返
礼
品
を
地
元
の

品
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
寄
付
し

た
地
域
の
産
業
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て

　
地
域
の
活
性
化
を
図
る

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
の

事
業
所
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
本
町
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
　
（
内
線
２
３
７
）

ふるさと納税制度に係る指定制度が開始

総務省から「ふるさと納税の対象となる団体」に指定されました

i お 知 ら せ
▼

本
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
込
み
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す

詳しくはこちらを
ご覧ください
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消
費
税
率
10
㌫
へ
の
引
上
げ
が
低
所
得

者
お
よ
び
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る

影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

け
る
消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
低
所
得
者
お
よ
び
子
育
て
世

帯
主
に
対
し
て
、
お
得
に
買
い
物
が
で
き

る
「
甲
佐
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を

発
行
・
販
売
し
ま
す
。

　

購
入
い
た
だ
い
た
「
甲
佐
町
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
」
は
、
消
費
税
率
引
上
げ
後

の
10
月
１
日
（
火
）
か
ら
６
カ
月
間
、
本

町
の
対
象
店
舗
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
要
件
を
満
た
す
「
低
所
得
者
」
ま

た
は
「
子
育
て
世
帯
」
が
本
事
業
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

▼
低
所
得
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
平
成
31
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
甲
佐

　

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

　

る
者

・
令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
度
住
民
税
が

　

非
課
税
の
者
（
免
除
を
含
む
）

・
令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
度
住
民
税
が

　

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
者
等
で

　

な
い
者

・
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
者

▼
子
育
て
世
帯
主

　

平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年
９

月
30
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
の
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主

■
販
売
価
格

　

１
セ
ッ
ト（
10
枚
つ
づ
り
）４
，０
０
０
円

※
１
枚
５
０
０
円
で
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
ひ
と
り
あ
た
り
最
大
５
セ
ッ
ト
ま
で

　

購
入
で
き
ま
す
。

　
（
最
大
２
５
，
０
０
０
円
分
の
商
品

券
を
、
２
０
，
０
０
０
円
で
購
入
可
能
）

※
甲
佐
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用

　

期
限
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

　

ま
で
で
す
。

■
商
品
券
購
入
の
流
れ

　

対
象
と
な
る
人
は
、
次
の
手
順
で
商
品

券
を
購
入
で
き
ま
す
。「
低
所
得
者
」
で

あ
り
、
か
つ
「
子
育
て
世
帯
主
」
の
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

▼
低
所
得
者
の
場
合

①
対
象
者
と
見
込
ま
れ
る
人
に
は
、
町
福

　

祉
課
か
ら
７
月
下
旬
を
め
ど
に
「
購
入

　

引
換
券
交
付
申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

②
送
付
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
町
福
祉
課
へ
提
出
ま
た
は
郵
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
請
内
容
を
審
査
後
、
該
当
者
に
「
商

　

品
券
購
入
引
換
券
」
を
９
月
下
旬
以
降

　

に
交
付
し
ま
す
。

④
交
付
さ
れ
た
購
入
引
換
券
を
持
っ
て
、

　

販
売
所
（
甲
佐
町
商
工
会
）
で
商
品
券

　

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
世
帯
主
の
場
合

①
対
象
者
（
子
育
て
世
帯
主
）
へ
９
月
下

　

旬
に
町
福
祉
課
よ
り
「
購
入
引
換
券
」

　

を
交
付
し
ま
す
。
申
請
書
は
不
要
で
す
。

②
交
付
さ
れ
た
購
入
引
換
券
を
持
っ
て
、

　

販
売
所
（
甲
佐
町
商
工
会
）
で
商
品
券

　

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
商
品
券
販
売
所
と
販
売
期
間

▼
販
売
所

　

甲
佐
町
商
工
会

　
　

０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

▼
販
売
期
間

　

10
月
１
日
（
土
）
〜
令
和
２
年
２
月
28

日
（
金
）

※「
購
入
引
換
券
」「
身
分
証
明
書
（
運
転

　

免
許
証
等
）」
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
本
町
か
ら
転
出
の
場
合
は
、
甲
佐
町
プ

　

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
払
い
戻
し
や
転

　

入
先
市
町
村
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
商
品
券
使
用
時
の
留
意
事
項

▼
使
用
可
能
な
店
舗

　

募
集
に
よ
り
決
定
し
た
町
内
の
飲
食
・

小
売
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
事
業

者
（
店
舗
）
で
、
使
用
期
限
内
の
み
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
商
品
券
の
使
用
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

　

次
に
示
す
支
払
い
や
購
入
に
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
転
売
お
よ
び

譲
渡
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
不
動
産
や
金
融
商
品
に
関
わ
る
支
払
い

・
た
ば
こ

・
商
品
券
な
ど
の
換
金
性
の
高
い
も
の

・
税
金
や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
な
ど

・
現
金
と
の
交
換

・
商
品
券
の
交
換
ま
た
は
売
買

▼ 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
4

　
　
（
内
線
１
４
４
）

１０月１日から「プレミアム付商品券事業」
が始まります

TEL



　

７
月
14
日
（
日
）
ほ
か
に
本
町

を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
第

69
回
上
益
城
郡
民
体
育
祭
で
、
本

町
選
手
団
は
総
合
成
績
で
５
位
を

収
め
ま
し
た
。

　

同
体
育
祭
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
を
通
し
て
、
郡
民
の
健
康
増
進

と
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
上
益
城
郡
体
育

協
会
（
奥
名
克
美
会
長
）、
郡
内

各
町
、
郡
内
各
町
教
育
委
員
会
が

主
催
。

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
開
会
式
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
お
よ
び
優
秀
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
４
個
人
と
２

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
宣
誓
で
は
、
嶋
村
和
人
さ

ん
（
銃
剣
道
・
有
安
区
）
が

「
正
々
堂
々
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

本
町
選
手
団
（
奥
名
克
美
団

長
）
は
15
競
技
に
約
２
０
０
人
が

参
加
。
多
く
の
選
手
た
ち
が
健
闘

し
、
熱
戦
を
制
し
て
１
競
技
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）
で
優
勝
を
飾
り
、

２
競
技
（
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
相
撲
）
で
準
優
勝
を
収
め
ま

し
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
の
本
町
代

表
チ
ー
ム
は
、
同
体
育
祭
で
の
５

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
優
勝
は
８
競
技
を

制
し
た
益
城
町
で
し
た
。

　

各
競
技
の
優
勝
チ
ー
ム
、
ま
た

は
選
抜
選
手
は
、
９
月
14
日

（
土
）・
15
日
（
日
）
に
宇
城
市
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
第
74
回
熊

本
県
民
体
育
祭
に
出
場
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
優
勝
、
男
子
バ
ス
ケ
と
相
撲
が
準
優
勝

７
月
14
日
（
日
）
ほ
か
本
町
を
主
会
場
に
開
催

■
田
中
竜
太
郎
さ
ん
に
ス
ポ
ー

　

ツ
功
労
者
表
彰

　
開
会
式
で
は
、
上
益
城
郡
体
育

協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
本
町
関
係
者
と
し
て

田
中
竜
太
郎
さ
ん
（
船
津
区
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
お
い

て
、
功
労
が
あ
っ
た
個
人
を
表
彰

す
る
も
の
。

　
田
中
さ
ん
は
上
益
城
郡
柔
道
協

会
理
事
な
ど
を
務
め
、
郡
内
の
柔

道
競
技
の
振
興
に
尽
力
。
長
年
に

わ
た
る
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。▲スポーツ功労者表彰を受けられた

　田中さん

▶
開
会
式
で
選
手
宣
誓
を
行
う
嶋
村
さ
ん

▲ソフトテニス競技で優勝した本町代表チームの選手たち
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九
州
大
会
へ
出
場
し
て
躍
動

町
内
の
若
者
が
九
州
を
舞
台
に
活
躍

　

本
町
の
若
い
選
手
た
ち
が
、
九
州
各
地
で
開
催

さ
れ
た
大
会
に
出
場
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
・
少
女
と
そ
の
活
躍
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後
、
彼
ら
の
将
来
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

第
34
回
九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
（
Ｕ
‐
15
）
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

　

馬
場
幸
英 

選
手　
（
有
安
区
・
甲
佐
中
３
年
）

　

６
月
29
日
（
土
）
〜
７
月
15
日
（
月
）

宮
崎
県
綾
町
の
小
田
爪
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
各
県
で

行
わ
れ
た
第
34
回
九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス

（
Ｕ
ー
15
）
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
、

馬
場
幸
英
選
手
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
熊
本

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
日
本
の
将
来
を
担
う

ユ
ー
ス
年
代
の
サ
ッ
カ
ー
技
術
の
向
上
と
健
全
な
心
身
の
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
Ｕ
ー
15
）
の
普
及
と
発
展
を

目
的
と
し
、（
一
社
）
九
州
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー

ス
サ
ッ
カ
ー
連
盟
が
主
催
。
九
州
各
県
か
ら
県
予
選
を
勝
ち
上
が

る
な
ど
し
た
48
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
戦
い
ま

し
た
。

　

馬
場
選
手
は
、
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ダ
ー
と
し
て
出
場
し
、
１

ゴ
ー
ル
を
決
め
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
て
、
馬
場
選
手
は
「
九
州
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ー
ム
ば
か
り
で
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
は
高
校
生
に
な
り
ま
す
が
、
高
校
で
も
活
躍
で
き
る
よ

う
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
誓

い
ま
し
た
。

第
37
回
九
州
少
年
柔
道
大
会

　

西
本
月
渚 

選
手　
（
仁
田
子
区
・
甲
佐
小
５
年
）

　

７
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）
福

岡
県
久
留
米
市
の
久
留
米
ア
リ
ー
ナ
で

行
わ
れ
た
第
37
回
九
州
少
年
柔
道
大
会

に
、
西
本
月
渚
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
柔
道
の
普
及
、
発
展
と

相
互
の
親
善
を
深
め
、
次
代
を
担
う
少

年
の
健
全
な
精
神
と
体
力
の
養
成
、
礼

儀
正
し
く
、
心
豊
か
な
他
人
に
対
し
て

思
い
や
り
の
あ
る
少
年
の
育
成
を
目
的
に
、
九
州
少
年
柔
道
連
盟

が
主
催
。

　

西
本
選
手
は
九
州
各
県
か
ら
37
人
が
参
加
し
た
個
人
戦
「
５
年

生
女
子
重
量
の
部
」
に
出
場
し
、
初
戦
を
突
破
す
る
な
ど
健
闘
し

ま
し
た
。

　

西
本
選
手
は
「
去
年
の
大
会
の
時
よ
り
緊
張
は
少
な
く
、
自
分

よ
り
背
が
高
い
相
手
に
も
、
ち
ゃ
ん
と
組
手
を
使
え
た
こ
と
は
良

か
っ
た
で
す
」
と
大
会
を
振
り
返
っ
て
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
来
年
は
全
国
大
会
へ
行
け
る
よ
う
、

組
手
と
技
の
研
究
を
が
ん
ば
っ
て
、
技
を
き
れ
い
に
出
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
」
と
全
国
大
会
出
場
を
見
据
え
て
、
さ
ら
な
る

技
術
の
向
上
を
誓
い
ま
し
た
。
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７
月
１
日
（
月
）
町
長
室
で
甲
佐

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
岡
本

久
子
さ
ん
（
熊
本
市
出
身
・
緑
町

区
）
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
隊
は
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と

し
て
、
都
市
住
民
な
ど
地
域
外
の
人

材
を
受
け
入
れ
る
制
度
。

　

今
後
、
岡
本
さ
ん
は
、
空
き
家
利

活
用
や
緑
川
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
地

元
の
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
開

発
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
本
町
の
魅

力
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
な
ど
の
活

動
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　

岡
本
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
甲
佐
町

の
魅
力
を
た
く
さ
ん
発
信
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

　６月22日（土）町生涯学習センターで、
甲佐町青少年健全育成町民会議の令和元年度
総会が開催されました。
　同会議（奥名克美会長）は、本町の未来を
担う青少年の健全な育成を図ることを目的に、
昭和60年に発足。キャンプなどのイベント
や教育パトロール、あいさつ運動などの青少
年健全育成活動に取り組んでいます。
　総会後には、熊本県里親協議会の宮津美光
さんを講師に迎え「社会が支える里親制度」
と題して講演会を開催しました。

自身の将来を見つめよう 
甲佐中でキャリア教育プログラムを実施

協力隊でまちづくりを　 
岡本久子さんが地域おこし協力隊に着任

青少年の健全な育成を図る
青少年健全育成町民会議総会

▼自身の将来像について同級生らとグループワークを行う甲佐中生徒たち

▲青少年健全育成会議総会であいさつする奥名会長

▼

協
力
隊
と
し
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
岡
本
さ
ん
（
左
）

　

７
月
５
日
（
金
）
甲
佐
中
学
校

（
服
部
起
明
校
長
２
４
１
人
）
で
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
人
や
同

級
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

し
て
、「
夢
・
未
来
」「
仕
事
・
職

業
」
の
２
つ
の
観
点
か
ら
自
身
や

他
人
の
価
値
観
に
つ
い
て
理
解
し
、

自
身
の
将
来
像
に
向
け
て
の
進
路

な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
、
公

益
社
団
法
人
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
チ
ー

ブ
メ
ン
ト
日
本
が
主
催
。
参
加
し

た
同
中
３
年
生
約
60
人
が
自
身
の

将
来
や
夢
に
つ
い
て
見
つ
め
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
は
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
分
か

れ
、
同
公
益
法
人
の

職
員
な
ど
へ
、
中
学

生
の
時
ど
の
よ
う
な

大
人
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
た
の
か
な

ど
に
つ
い
て
質
問
。

生
徒
同
士
で
も

「
夢
」
や
「
仕
事
」

に
つ
い
て
の
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
で
、

自
身
の
将
来
像
や
目

標
を
明
確
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現

に
向
け
て
の
行
動
計

画
で
あ
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。
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　７月15日（月）甲佐小学校（永瀨善久校長
205人）にプロバスケットボールＢリーグの熊本
ヴォルターズから、バスケットボールの屋外用
ゴール２台とバスケットボール５球が寄贈されま
した。
　同小の屋外用バスケットゴールは、破損して使
用できない状態になっており、これを見た同小の
教員がどうにかできないかと同チームに相談。
　熊本地震で被災するなどして体育館などが使え
ず、バスケットボールができない小学校などに屋
外用のバスケットゴールを贈る取り組みを行って
いた同チームが、屋外用ゴールを同小へ寄贈しま
した。
　交流会に参加した児童ら約15人は、設置を終
えた同チームのスタッフらとの交流を通して、バ
スケットボールの楽しさや将来の夢を持つことの
大切さを学びました。交流会を終えたスタッフの
１人は「この活動を通して、子どもたちに夢を与
えることができたらうれしいです」と笑顔で話し
ました。

　７月８日（月）郡内で「第69回社会を明
るくする運動」が行われました。
　上益城地区保護司会（赤星良一会長）が主
催。同運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯し
た人たちの更正について理解を深め、明るい
社会を築くことを目的として、全国で展開し
ています。７月の運動強調月間に当たり、同
会が郡内４町を巡回し啓発活動を行いました。
　本町を訪れた同会の一行は、町役場を表敬
訪問し、奥名克美町長に内閣総理大臣および
県知事のメッセージを伝達しました。

明るい社会を目指して 
第69回社会を明るくする運動

▲メッセージを奥名町長に伝達した保護司の皆さん

バスケットボールで楽しく交流 
甲佐小に屋外用バスケットゴールなどが寄贈

▲寄贈された屋外用バスケットゴールとボールで、プロバスケットボー
ルチームを支えるスタッフらと交流を行った児童たち

　

７
月
３
日
（
水
）
町
教
育
長
室
で
、

食
農
教
育
雑
誌
『
ち
ゃ
ぐ
り
ん
』
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
誌
は
、（
一
社
）家
の
光
協
会
が

発
行
す
る
月
刊
誌
で
、
農
業
の
大
切

さ
や
自
然
と
の
関
わ
り
、
共
生
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
益
城
農
業
協
同
組
合
（
梶
原
哲

代
表
理
事
組
合
長
）
の
本
郷
博
行
常

務
か
ら
、
町
内
４
小
学
校
の
４
年
生

１
０
４
人
分
が
蔵
田
勇
治
町
教
育
長

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

蔵
田
町
教
育
長
は
「
毎
年
い
た
だ

い
て
お
り
、
あ
り
が
た
い
で
す
。
有

意
義
に
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

農業への理解を深めよう 
上益城農業協同組合が児童に食農教育雑誌を贈呈

▼

蔵
田
町
教
育
長
に
食
農
教
育
雑
誌
を
手
渡
す
本
郷
常
務（
右
）
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 105)

■
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は

　

　
限
度
額
適
用
認
定
証
の
利
用
を

　

国
民
健
康
保
険
に
は
、
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
高
額
と
な
っ

た
場
合
、
後
か
ら
町
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

額
が
払
い
戻
さ
れ
る
「
高
額
療
養
費
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
利
用
す
る

こ
と
で
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
で

「
認
定
証
」
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

限
度
額
は
、
住
民
税
の
課
税
状
況
や

所
得
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
と
「
認
定
証
」
を
交
付
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
か

ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

分
か
る
も
の

■
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
（
標
準

　
負
担
額
）
減
額
に
つ
い
て

　

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、
診
療

や
薬
に
か
か
る
費
用
と
は
別
に
標
準
負

担
額
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
国
保
被

保
険
者
は
こ
の
標
準
負
担
額
が
減
額
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
額
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医

療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
減
額
の
適
用
後
、
入
院
日
数

が
90
日
を
超
え
る
「
長
期
入
院
」
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
食
事
代
の
自
己
負

担
額
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。「
認

定
証
」
と
入
院
期
間
が
確
認
で
き
る
も

の
を
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活
課
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
は
８
月
１
日
（
木
）
か
ら

　

平
成
30
年
度
「
認
定
証
」
の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

８
月
か
ら
は
改
め
て
区
分
を
判
定
し
、

８
月
１
日
（
木
）
か
ら
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
必
要
が
あ
る
人
は
町
住

民
生
活
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
住
宅

町建設課　TEL 096‒234‒1183( 内線 162)

■ 

子
育
て
支
援
住
宅
入
居
者
の

　

２
次
募
集
を
受
付
け
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
９
月
か
ら
入
居
開
始
予
定

の
子
育
て
支
援
住
宅
「
ヴ
ェ
ル
デ
甲

佐
」（
６
戸
）
に
つ
い
て
、
入
居
者
の

２
次
募
集
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

入
居
申
込
書
や
住
民
票
（
謄
本
）、

所
得
証
明
書
、
滞
納
証
明
書
な
ど
の
必

要
書
類
と
印
か
ん
を
ご
準
備
の
上
、
期

限
ま
で
に
町
建
設
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■「
ヴ
ェ
ル
デ
甲
佐
」
の
紹
介

▼
基
本
情
報

・
間
取
り　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
住
戸
面
積　

73
平
方
㍍

・
住
戸
設
備　

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
洗
面

　

化
粧
台
、
洋
式
便
器
（
温
水
洗
浄
便

　

座
付
き
）

・
基
本
家
賃　

４
２
，
０
０
０
円
か
ら

　
（
入
居　

要
件
に
応
じ
て
変
動
あ
り
）

・
敷
金　

１
２
８
，
０
０
０
円

・
共
益
費　

4
，
０
０
０
円

・
駐
車
場
料　

１
区
画
1
，
５
０
０
円

・
構
造
お
よ
び
規
模　

鉄
筋
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
造
３
階
建
て　

全
20
戸
（
エ

　

レ
ベ
ー
タ
ー
あ
り
）

・
外
部
施
設　

駐
車
場
、
駐
輪
場
、
防

　

災
公
園

・
入
居
可
能
予
定
日　

９
月
１
日（
日
）

▼
物
件
住
所

　

甲
佐
町
大
字
豊
内
７
７
７
番
地 

▼
入
居
資
格

①「
子
育
て
世
帯
（
18
歳
未
満
の
子
ま

　

た
は
妊
婦
が
い
る
世
帯
）」
ま
た
は

　
「
新
婚
世
帯
（
婚
姻
（
事
実
婚
・
婚

　

約
予
定
者
を
含
む
）
後
、
５
年
以
内

　

の
世
帯
）」
で
あ
る
こ
と

②
暴
力
団
で
な
い
こ
と

③
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
居
で
あ
り
、

　

同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

④
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
所
得
基
準

　

収
入
月
額
（「
世
帯
」
の
年
間
所
得

額
か
ら
各
種
控
除
を
差
し
引
い
て
12

（
か
月
）
で
割
っ
た
額
）
が
１
５
８
，

０
０
０
円
以
上
３
８
７
，
０
０
０
円
以

下▼
入
居
募
集
期
限

　

8
月
９
日
（
金
）
ま
で

子育て支援住宅の
入 居 者 を 募 集 中

詳 し く は 町 建 設 課 ま で お 尋 ね く だ さ い

入院などで医療費が
高額になるときは

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください



町からのお知らせ　【８月】
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

し
尿

町環境衛生課　TEL 096‒234‒1169

■
納
付
済
期
間
が
満
た
な
い
場
合
に

　
任
意
加
入
で
受
取
額
を
増
や
せ
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
受
取
額
を
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
免

除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
10
年
以
上

（
平
成
29
年
８
月
１
日
に
25
年
か
ら
10

年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
）
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
と
し

て
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

■
海
外
在
住
の
場
合
も
加
入
で
き
ま
す

　

海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ

方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
国
内
に
い
る
親
族
な
ど
の
協
力
者

が
ご
本
人
の
代
わ
り
に
納
め
る
方
法
と
、

日
本
国
内
に
開
設
し
て
い
る
預
金
口
座

か
ら
引
き
落
と
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方
と
申
請
方
法

　

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
、
65
歳

　

に
な
る
前
の
月
ま
で

・
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

　

方
は
、
65
歳
に
な
る
前
の
月
ま
で

・
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未

　

満
の
日
本
人

　

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
、
通
帳
、
認
印
、
金
融
機

関
届
出
印
を
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活

課
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

ご 存 知 で す か？
国民年金の任意加入制度

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

■ 

人
件
費
や
物
価
高
騰
に
伴
う
、
し

尿
く
み
取
り
料
金
改
定
に
つ
い
て

　

甲
佐
町
の
し
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

御
船
町
、
嘉
島
町
、
益
城
町
に
本
町
を

加
え
た
上
益
城
郡
内
４
町
で
構
成
す
る

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
の
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
御
船
町
小
坂

２
３
５
３
番
地
）
に
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
郡
内
の
く
み
取
り
業
者

か
ら
収
集
や
運
搬
に
要
す
る
人
件
費
な

ど
の
上
昇
な
ど
に
伴
う
処
理
コ
ス
ト
の

増
加
を
背
景
と
し
た
料
金
値
上
げ
の
要

望
が
あ
り
、
４
町
で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
収
集
運
搬

に
要
す
る
人
件
費
や
諸
物
価
の
高
騰
な

ど
を
勘
案
し
て
、
令
和
元
年
10
月
１
日

か
ら
料
金
を
次
の
よ
う
に
改
定
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
し
尿
処
理
業
務

の
適
正
な
実
施
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。新

料
金

　

10
㍑
あ
た
り
１
０
６
円
（
税
込
）

旧
料
金

　

10
㍑
あ
た
り
１
０
１
円
（
税
込
）

■ 

町
内
の
し
尿
く
み
取
り
業
者
（
浄

化
業
者
）
と
対
象
地
区
に
つ
い
て

●（
有
）甲
佐
衛
生
社

・
対
象
区
域　

宮
内
地
区
、
甲
佐
地
区

　
（
東
寒
野
区
、
西
寒
野
区
、
上
豊
内

　

区
、
有
安
区
の
星
の
川
団
地
の
一

　

部
）、
竜
野
地
区
、
乙
女
地
区
、
白

　

旗
地
区

・
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

●
米
村
衛
生（
有
）

・
対
象
区
域　

甲
佐
地
区
（
東
寒
野
区
、

　

西
寒
野
区
、
上
豊
内
区
、
有
安
区
の

　

星
の
川
団
地
以
外
の
一
部
）

・
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
３
０
８

※
甲
佐
地
区
に
お
い
て
は
、
お
住
ま
い

　

の
地
区
に
よ
っ
て
、
し
尿
く
み
取
り

　

業
者
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
方
は
、
町
環
境　

衛
生
課

　

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

し 尿 く み 取 り 料 金 が
10 月から改定となります

詳しくは町環境衛生課へお尋ねください



Library
町生涯学習センター図書室からの８月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

閑静な住宅街で小さな喫茶店を

営む女性が殺された。捜査線上

に浮上した常連客だったひとり

の男性。災害で２人の子どもを

失った彼は、深い悩みを抱えて

いた。容疑者たちの複雑な運命

に、若き刑事が挑む。「どうし

たら、本当の家族になれるのだ

ろうか」東野圭吾が描く「家

族」の物語に引き込まれてしま

う１冊です。

講談社

小説

東野圭吾の最新ミステリーは「家族」の物語

東野 圭吾著 /『希望の糸』

大人気シリーズを最新刊11作までそろえました

廣嶋 玲子作 /『ふしぎ駄菓子屋銭天堂11』

フランス生まれの美しい手作りせっけん

みなみざわ ななえ著 /『ほんものみたいなジュエルソープ』

「ジュエルソープ」はフランス

で生まれ、ヨーロッパを中心に

人気を集めています。まるで本

物の宝石のように美しい見た目

は SNS でも話題に。材料は手

に入りやすく、短い時間で製作

でき、とくに握ってまとめる製

法はとてもシンプルなので、子

どもと一緒に楽しみながら作る

ことができます。おしゃれな贈

り物としてもおすすめです。

日本文芸社

教養娯楽

大規模災害での犠牲者の大半は

60歳以上に集中しています。

足腰や体力に不安を抱えるシニ

ア層が安全に避難し、命を守る

ためには日頃の備えが必要です。

被災地に足しげく通い、高齢者

の被災現状を知り尽くしたプロ

が、日常の備えから災害時に役

立つ知識をわかりやすいイラス

トとともに解説した、おすすめ

の１冊です。

産業編集センター

一般書

大災害から命を守るために伝えたい50のこと

三平 洵監修 /『シニアのための防災手帖』

幸運な人だけがたどりつけるふ

しぎな駄菓子屋。そこにはたく

さんのふしぎな駄菓子が並ぶ。

女主人・紅子がすすめる駄菓子

は、どれもその人にぴったりの

もの。でも、食べ方や使い方を

まちがえると…。はたしてその

駄菓子は幸運を呼ぶのか。はた

また不幸をまねくのか。大人気

シリーズを最新刊11作までそ

ろえました。

偕成社

児童書

札 ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
『胡蝶の夢（四）』（司馬遼太郎 著）

内田 乃武子さん
〔岩下一区〕

今月の案内人

徳川政権の崩壊を、権力者ではなく、
蘭学という時代を先取りした学問を学
んだ若者たちの目を通して重層的に映
し出した歴史長編。

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木

曜日に、「０歳児からのお

はなし会」をおこなってい

ます。絵本の読み聞かせの

ほか、手袋人形、わらべう

たなど、楽しい内容です。

子育て中の保護者の皆さん、

またおじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお

気軽にご参加ください。

■日時　８月８日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

▲

町民大学開講のお知らせ

講演会を開催します

●開催日時

　８月25日（日）

　午前10時～正午

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●演題

　皇国地誌（郡村誌）の紹介

　～明治の歴史をふりかえる～

●講師

　元甲佐町史編集委員長

　佐藤 征子 さん（仁田子区）

※６月30日（日）に大雨のため

　中止した講演会を改めて開催し

　ます。「新甲佐町史歴史研修会」

　も兼ねての開催です。

■甲佐町学校人権教育部会「新規採
　用者及び転入教職員研修会」開催

　６月20日（木）甲佐町町民セン

ターで、甲佐町学校人権教育部会

「新規採用者及び転入教職員研修

会」が開催されました。

　はじめに、町民センターの中林健

次所長が「町民センターの取組につ

いて」、甲佐中学校人権教育主任の

嘉古田剣吾教諭が「甲佐町における

人権教育の現状と課題について」と

題し、講話を行いました。

　次に「私と同和問題とのかかわり、

人権教育を進めるにあたっての悩み

など」について、グループ討議を行

いました。参加された教職員から多

くの意見も出て、良い勉強の場にな

りました。

　研修後のアンケートでは「人権教

育を学んでいくと、子どもの見方が

変わるという話がありました。何か

起こった時、その背景を肯定的に捉

えられるようになると、子どもに対

する思いも変わっていくと思いま

す」といった意見や「同和問題をは

じめ、あらゆる差別をなくしていく

ために、いかに自分ごととして捉え

ることができるように人権意識を高

めていきたい」などの感想がありま

した。

　今回の研修会は教員の人権感覚を

磨く機会となり、本町の人権教育に

とって有意義なものとなりました。

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▼

講
話
を
行
う
嘉
古
田
教
諭

　

７
月
５
日
（
金
）
龍
野
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
上
早
川
三

区
と
四
区
の
区
民
を
対
象
に

「
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
」

に
つ
い
て
の
出
前
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
谷
田
病
院
の
理
学

療
法
士
の
原
田
朋
さ
ん
と
友
田

晃
彦
さ
ん
。
参
加
者
は
21
人
。

　

講
師
か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
効
果

が
大
き
く
、
効
率
的
で
簡
単
な

「
な
が
ら
運
動
」
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
な
が
ら
運
動
」
は
、
片
脚

立
ち
、
起
立
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
、

足
指
じ
ゃ
ん
け
ん
運
動
、
振
り

返
り
運
動
、
か
か
と
落
と
し
運

動
な
ど
で
、
ご
家
庭
で
も
椅
子

や
机
に
つ
か
ま
っ
て
手
軽
に
で

き
る
運
動
方
法
で
す
。
参
加
者

は
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
（
月
）
龍
野
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
上
早
川
一

区
と
二
区
の
区
民
を
対
象
に

「
熱
中
症
の
予
防
」
に
つ
い
て

の
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
清
田
真
理
保
健
師
を
講
師
に

迎
え
、
熱
中
症
や
そ
の
予
防
方

法
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
27
人
。

　

清
田
保
健
師
は
熱
中
症
予
防

に
つ
い
て
「
め
ま
い
・
汗
が
出

る
・
筋
肉
痛
・
頭
が
痛
い
・
体

が
だ
る
い
と
い
っ
た
症
状
の
場

合
、
涼
し
い
所
で
体
を
冷
や
し

水
分
補
給
を
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
意
識
が
な
い
・
け
い
れ

ん
す
る
な
ど
の
重
症
の
場
合
は
、

す
ぐ
救
急
車
を
呼
ぶ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
水
分
の
取
り
方

や
熱
中
症
の
予
防
方
法
を
学
び

ま
し
た
。

介
護
予
防
の
た
め
の
運
動

町
公
民
館
出
前
講
座

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て

町
公
民
館
自
主
講
座

▲介護予防のための運動を体験
する参加者の皆さん

▲熱中症予防について説明を受
ける参加者の皆さん
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❖
な
ぜ
野
菜
を
食
べ
な
い
と
い
け

　
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

８
月
31
日
は
、
野
菜
の
日
で
す
。
皆

さ
ん
は
、
な
ぜ
野
菜
を
食
べ
な
い
と
い

け
な
い
の
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
問
い
掛
け
て
み
た

と
こ
ろ
「
健
康
の
た
め
」、「
太
ら
な
い

た
め
」、「
血
糖
値
を
あ
上
げ
な
い
た
め
」

と
い
っ
た
回
答
が
以
前
よ
り
増
え
て
き

ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
の
答
え
も
正
解
で
す
。

し
か
し
、
野
菜
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
切
な
理
由
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
。

　

野
菜
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
に
は
、
私

た
ち
が
肉
や
魚
な
ど
か
ら
摂
取
し
て
い

る
タ
ン
パ
ク
質
を
、
血
管
な
ど
の
細
胞

に
作
り
変
え
る
と
い
う
重
要
な
働
き
を

し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
栄
養
素
は
、
血
管
や
血
液

を
た
く
さ
ん
作
り
、
体
を
成
長
さ
せ
る

上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
体

の
成
長
が
著
し
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
大
切
な
栄
養
素
で
す
。

　

ま
た
、
野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

類
は
、
血
管
内
部
の
炎
症
（
動
脈
硬

化
）
を
修
復
す
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま

す
。
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
で
血
管
の
細

胞
膜
が
酸
化
す
る
の
を
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
、
細
胞
の
老
化
を
防
ぐ
と
と
も

に
動
脈
硬
化
の
予
防
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
若
々
し
い
血
管
を
保
つ
た
め
に

も
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
栄
養
素
は
人
間
が
自
ら
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
野
菜

な
ど
を
食
べ
る
な
ど
し
て
外
部
か
ら
摂

取
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

❖
野
菜
が
持
つ
植
物
化
学
成
分
　

　（
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
）と
は

　

野
菜
を
は
じ
め
と
す
る
植
物
は
紫
外

線
な
ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
抗
酸

化
作
用
を
持
つ
化
合
物
を
自
ら
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
植
物
化
学
成
分

（
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
）
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
カ
ロ
テ
ノ

イ
ド
と
い
っ
た
種
類
の
抗
酸
化
物
質
が

１
万
種
以
上
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
が
呼
吸
に
よ
り
体
内
に
取
り
込

ん
だ
酸
素
の
数
㌫
は
、
人
体
に
と
っ
て

過
剰
な
活
性
酸
素
と
な
り
、
体
内
の
細

胞
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
が
持
つ
抗
酸

化
力
は
、
体
内
の
活
性
酸
素
に
よ
る
細

胞
の
酸
化
を
防
ぎ
、
老
化
や
が
ん
、
心

血
管
疾
患
な
ど
の
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

❖
植
物
化
学
成
分
（
フ
ァ
イ
ト

　

　
ケ
ミ
カ
ル
）を
含
む
主
な
食
品

　

植
物
化
学
成
分
（
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ

ル
）
は
野
菜
の
色
素
や
香
り
、
辛
み
、

あ
く
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
代
表

的
な
植
物
化
学
成
分
と
、
そ
れ
を
含
む

食
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
フ
ェ
ノ
ー
ル
基

　

を
２
個
以
上
含
む
構
造
を
持
つ
成
分

　

の
総
称
）

・
ケ
ル
セ
チ
ン
（
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
）

・
カ
テ
キ
ン
（
お
茶
な
ど
）

・
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
（
ブ
ル
ベ
リ
ー
や

　

赤
ワ
イ
ン
な
ど
）

・
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
（
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ

　

ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

②
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
（
赤
や
オ
レ
ン
ジ
、

　

黄
色
の
色
素
で
緑
黄
色
野
菜
に
多
く

　

含
ま
れ
て
い
る
）

・
β
‐
カ
ロ
テ
ン
（
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ボ

　

チ
ャ
な
ど
）

・
リ
コ
ピ
ン
（
ト
マ
ト
な
ど
）

・
ル
テ
イ
ン（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ブ
ロ
ッ

　

コ
リ
ー
な
ど
）

③
イ
オ
ウ
化
合
物
（
ワ
サ
ビ
や
タ
マ
ネ

　

ギ
の
辛
み
成
分
や
刺
激
臭
成
分
に
含

　

ま
れ
る
）

・
硫
化
ア
リ
ル
（
ニ
ラ
、
ニ
ン
ニ
ク
、

　

ネ
ギ
な
ど
）

・
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ン
酸
類（
キ
ャ
ベ
ツ
、

　

ワ
サ
ビ
な
ど
）

　

８
月
31
日
の
野
菜
の
日
を
前
に
、
ご

家
族
な
ど
で
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

野

菜

の

力

で

健

康

を

維

持

し

ま

し

ょ

う

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

野菜 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

野菜を食べることは皆さんの健康

を維持する上で、とても重要で

す。今回は、野菜が持つ栄養素が

健康維持において担う役割などに

ついてお伝えしています。夏休み

にご家族で野菜について考えてみ

ましょう。

清田 真理 保健師
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
８月の子育て支援カレンダー

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

８・９月の保健活動

　　８月19日（月）　午前９時

　　９月19日（木）　午前９時

　　８月19日（月）　午前10時10分

　　９月19日（木）　午前10時

　　８月２日（金）　午前９時15分

　　９月10日（火）　午後１時

　　８月23日（金）　午前９時20分

　　９月10日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（金） プール遊び

５日（月） カラービニールで遊ぼう

７日（水） お祭りごっこ

９日（金） プール遊び

19日（月） ままごと遊び

21日（水） プール遊び

23日（金） お誕生会（要予約）

26日（月） 親子でリズム遊び

28日（水） 新聞紙遊び

30日（金） プール遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

23日（金） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

　

渡邉 桧
か い り

吏 くん（１歳）
 父・和樹 さん　母・あさみ さん

　（山出区）

　元気いっぱいの

　　　　　　ぼくをよろしくね

　

井上 翔
しょうへい

平 くん（１歳）
 父・雄仁 さん　母・真美 さん

　（下横田区）

　お友達と沢山遊んで

　　　　　　元気に育ってね♡
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　フィットネスセンターでは、さま

ざまな集団プログラムを実施してお

ります。

　皆様は普段運動をされていますで

しょうか。ウォーキングやジョギン

グなどを行っている、という方も多

いと思いま

す。

　そのよう

な方々にも

おすすめな

のが、「はじ

め て エ ア

ロ」教室で

す。この教

室では、簡単なエアロビクス（有酸

素運動）を行っています。

　「はじめてエアロ」教室に参加す

るメリットは、①基本のステップか

ら始め、徐々に難易度をあげること

で、心肺機能を高めることができる

こと。②脂肪を燃焼させてコレステ

ロールを抑制すること。③音楽に

乗って身体を動かすことで、楽しみ

ながら持久力を付けることができる

ことです。

　甲佐町フィットネスセンターには、

明るく楽しいスタッフやご利用者様

がいます。運動に自信がない方でも

大丈夫。ご自身のペースで運動を行

えますし、楽しく笑いあふれる教室

ですので、お気軽に参加頂けます。

　是非、甲佐町フィットネスセン

ターをご利用ください。お待ちして

おります。

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

谷山 聡実さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

Fitness Center
甲佐町フィットネスセンター

楽 し く 体 を 動 か し て
健 康 に な り ま し ょ う

▲甲佐町フィットネスセンターでは、毎

週３回、「はじめてエアロ」教室を実

施しています。是非、ご参加ください。

「はじめてエアロ」教室

令
和
元
年
度
甲
佐
町
進
出
企
業

協
議
会
総
会
を
７
月
17
日
（
水
）
に
開
催

■
昨
年
度
事
業
実
績
な
ど
に

　

つ
い
て
報
告

　

７
月
17
日
（
水
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
元
年
度

甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会
の
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
に

進
出
さ
れ
て
い
る
各
企
業
か
ら

約
15
人
が
参
加
。

　

昨
年
度
事
業
実
績
と
し
て
、

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
、
町
内
外
へ
の
情
報
発
信

と
各
会
員
企
業
へ
の
情
報
展
開

の
場
を
構
築
し
た
こ
と
や
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
企
業
活
動

な
ど
を
知
っ
て
も
ら
い
企
業
価

値
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
広

報
紙
『
広
報
こ
う
さ
』
に
「
進

出
企
業
協
議
会
だ
よ
り
」
の
連

載
を
開
始
し
、「
九
州
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ケ
ー
ブ
ル
（
株
）」

「（
株
）
ヤ
マ
キ
フ
ー
ズ 

熊
本

工
場
」「（
株
）
木
村 

甲
佐
工

場
」「（
株
）
日
立
物
流
」
の
５

社
に
つ
い
て
紹
介
し
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
支
決

算
報
告
や
本
年
度

の
事
業
計
画
お
よ

び
収
支
予
算

（
案
）、
役
員
の
選

任
な
ど
に
つ
い
て

議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

■「
移
住
支
援
事

　

業
（
仮
）」
の

　

研
修
会
を
実

　

施

　

総
会
後
、
県
と

町
の
各
担
当
者
か

ら
、
現
在
運
用
開

始
に
向
け
て
準
備

中
の
「
移
住
支
援
事
業
（
仮
）」

に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
東
京
一
極
集

中
の
是
正
と
地
方
の
担
い
手
不

足
対
策
の
た
め
、
東
京
23
区
の

在
住
者
ま
た
は
通
勤
者
が
熊
本

県
な
ど
へ
移
住
し
、
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

中
小
企
業
な
ど
に
就
業
し
た
場

合
、
移
住
者
に
対
し
て
国
や
県
、

市
町
村
が
移
住
支
援
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　

県
や
町
で
は
、
事
業
の
運
用

開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
事
業
の
詳
細
な
ど
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

TEL096-234-1154（内線232）

▲昨年度に開設した進出企業協議会のホームページ
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Town Development
甲佐町まちづくり協議会

Traditional House Renovation
古民家再生

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

●

　URL https://magazine-bo.com/

■
本
町
の
資
源
を
活
か
す
農
泊

　
「
農
泊
」
と
は
、
農
山
漁
村

地
域
な
ら
で
は
の
伝
統
的
な
生

活
体
験
と
地
域
の
人
々
と
の
交

流
を
楽
し
み
つ
つ
、
農
家
や
古

民
家
な
ど
で
の
宿
泊
に
よ
っ
て
、

旅
行
者
に
そ
の
土
地
の
魅
力
を

味
わ
っ
て
も
ら
う
農
山
漁
村
滞

在
型
旅
行
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
は
「
農
泊
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
お
り
、

都
市
と
の
交
流
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
取
り
込
み
の
た
め
の

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
に
向
け

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
中

　

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
フ
ッ
ト
パ
ス
、

ス
タ
ン
ド
・
ア
ッ
プ
・
パ
ド
ル

ボ
ー
ド
（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
）
な
ど
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
進
め
る

た
め
、
昨
年
度
か
ら
勉
強
会
や

視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
甲
佐
町
な
ら
で
は

の
資
源
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
や
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
行

う
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
本
町
の

魅
力
を
広
げ
る
情

報
発
信
の
た
め
、

観
光
マ
ッ
プ
の
作

成
や
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
拡
充
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
発
足
か

ら
１
年
と
な
り
ま

す
が
、
甲
佐
町
が

さ
ら
に
活
性
化
す

る
よ
う
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

▲昨年度は緑川でスタンド・アップ・パドルボードを体験

農
泊
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
を
開
発
中まちづくり協議会ウェブサイトのパンフレットが完成

現在、パンフレットをカウン
ターなどに設置していただける
店舗を募集しています。ウェブ
サイトでは甲佐のお店をご紹介
しており、取材も随時受付けて
いますので、ご連絡ください。

　７月６日（土）・７日（日）仁田

子の旧西村民俗資料館で、古民家改

修ワークショップ（第３回）を開催

しました。

　今回は、しっくいを塗る下地とな

る木ずり壁づくりと天井板の洗浄作

業、外壁の仕上げ塗りを実施し、町

内外から24人が参加しました。参

加者は、作業ごとに分かれて改修を

進めました。

　木ずり壁づくりは大工の浦田浩さ

んの指導を受けながら、作業に挑戦。

採寸のやり方やのこぎりの使い方な

どを丁寧に教わりながら、間柱に横

板を打ち付けていきました。

　古民家から取り外した天井板は再

利用のため、くぎ抜きと洗浄を実施。

外壁塗りは、仕上げ塗りとして２度

目の塗り作業を実施しました。

　建築を学んでいるという大学生か

らは「体験を通して多くを学ぶこと

ができました」と感想が聞かれまし

た。

　次回は木ずり壁の漆喰塗りを行う

予定です。参加をお待ちしています。

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

７月に第３回古民家改修
ワークショップを開催

第４回古民家改修ワークショップ
【開催日】９月７日（土）・８日（日）
【内容】木ずり壁の漆喰塗り（予定）
※事前申し込みが必要です。詳しくは
　「甲佐町こうさてんプロジェクト」
　Facebook ページをご覧ください。

▲採寸のやり方を習いながら、木ずり壁づく

りを進める参加者ら
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

  （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

  （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

  （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　kumamoto.jp/

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
集
落
な

ど
に
お
け
る
住
民
の
生
活
環
境
の

早
期
回
復
を
図
る
た
め
、
公
道
と

集
落
を
結
ぶ
生
活
道
路
で
あ
る
私

道
の
復
旧
に
掛
か
る
経
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
町
建
設
課
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

▼
支
援
対
象

　

被
災
し
た
生
活
道
路
で
あ
る
私

道
（
民
有
地
）
で
、
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
も
の
が
対
象
で

す
。

・
一
般
交
通
の
用
に
供
し
て
い
る

　

こ
と

・
公
道
に
接
続
し
、
幅
員
が
概
ね

　

１
・
８
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と

・
所
有
者
が
異
な
る
住
宅
が
２
戸

　

以
上
建
ち
並
ん
で
い
る
こ
と

・
集
落
な
ど
で
維
持
管
理
し
て
い

　

る
こ
と

▼
支
援
対
象
者

　

支
援
対
象
の
私
道
を
管
理
す
る

自
治
会
ま
た
は
集
落

▼
支
援
対
象
経
費
お
よ
び
交
付
基

準
　

支
援
対
象
の
私
道
の
被
災
箇
所

の
原
形
復
旧
に
要
す
る
経
費
が
対

象
で
す
。

　

た
だ
し
、
復
旧
工
事
費
が
50
万

円
未
満
の
も
の
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

・
補
助
率　

支
援
対
象
経
費
の
２

　

分
の
１
以
内

・
補
助
上
限　

１
件
当
た
り
１
０

　

０
０
万
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
建
設
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
県

選
挙
管
理
委
員
会
と
町
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
お
よ
び
県
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
小
・
中

学
生
、
高
校
生
に
明
る
い
選
挙
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
成
を

通
し
て
、
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
独
創
的
で
印
象
的
な
募

集
作
品
を
選
挙
啓
発
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
明
る
い
選
挙
啓
発
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

●
ポ
ス
タ
ー

・
テ
ー
マ

　
「
明
る
い
選
挙
」

・
対
象
者

　

小
・
中
学
生
、
高
校
生

・
用
紙
な
ど

　

画
用
紙
の
四
つ
切
（
５
４
２
㍉

　

×
３
８
２
㍉
）、
八
つ
切　
　

　
（
３
８
２
㍉
×
２
７
１
㍉
）

　

も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
大
き

　

さ
の
も
の
。
描
画
材
料
は
自
由
。

※
必
ず
裏
面
に
、
学
校
名
、
学
年
、

　

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
習
字

・
テ
ー
マ

　

小
学
３
年
生
「
大
切
」

　

小
学
４
年
生
「
主
役
」

　

小
学
５
年
生
「
公
約
」

　

小
学
６
年
生
「
一
票
の
力
」

　

中
学
１
年
生
「
投
票
参
加
」

　

中
学
２
年
生
「
明
る
い
選
挙
」

　

中
学
３
年
生
「
十
八
歳
選
挙
」

・
対
象
者

　

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

・
用
紙

　

和
半
紙
（
33
㌢
×
24
㌢
）

※
必
ず
和
半
紙
左
に
、
学
校
名
、

　

学
年
、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
応
募
先

・
個
人
で
応
募
す
る
場
合

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

・
学
校
で
取
り
ま
と
め
て
応
募
す

　

る
場
合

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

▼
応
募
締
切

　

９
月
６
日
（
金
）

▼
審
査

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
第
一
次

審
査
）、
県
選
挙
管
理
委
員
会

（
第
二
次
審
査
）
に
お
い
て
、
厳

正
な
審
査
を
行
い
、
入
賞
作
品
を

決
定
し
ま
す
。

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（６月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

生
活
道
路
で
あ
る
私
道
の

復
旧
を
支
援
し
ま
す

令
和
元
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

Public Relations KOSA
August 2019 18



Monthly Information

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

県
で
は
、
熊
本
地
震
の
被
災
世

帯
か
ら
大
学
な
ど
に
進
学
し
た
方

へ
の
給
付
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、
県

私
学
振
興
課
へ
期
限
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

次
の
①
〜
③
の
全
て
を
満
た
す
方

　

①
高
校
３
年
生
時
点
で
「
熊
本

　
　

県
育
英
資
金
（
被
災
特
例

　
　

枠
）」
を
貸
与
さ
れ
た
者

　

②
今
年
度
、
大
学
・
短
期
大

　
　

学
・
県
立
農
業
大
学
校
・
県

　
　

立
高
等
技
術
専
門
校
・
県
立

　
　

技
術
短
期
大
学
校
に
進
学
し

　
　

た
者

　

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
進
学
準

　
　

備
給
付
金
を
受
給
し
て
い
な

　
　

い
者

▼
申
請
期
限

　

９
月
30
日
（
月
）

▼
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
私
学
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
６
４

　

県
で
は
、
高
校
生
の
授
業
料
以

外
の
教
育
費
の
支
給
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
の
給
付
金
は
返
済

の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

７
月
１
日
に
在
学
中
の
高
校
生

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
方

①
県
内
在
住
者

②
住
民
税
所
得
割
非
課
税
ま
た
は

　

生
活
保
護
受
給
世
帯

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
国
公
立
の
方　

県
高
校
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
3
‐
２
６
７
５

・
私
立
の
方　

県
私
学
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
６
４

　

県
で
は
「
旧
優
生
保
護
法
一
時

金
受
付
・
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、

一
時
金
に
関
す
る
相
談
・
請
求
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
受

　

付
・
相
談
窓
口

　
（
県
庁
新
館
２
階
）

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
５
２

事件・ 事 故 件 数

６月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

７月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

　甲南橋のお地蔵様は、江戸時代

後期より地域の人々に篤（あつ）

く尊栄（そんえい）されています。

ご近所の方の話しによると、この

地域は低い土地柄（がら）であり、

街中を流れる大井出川の氾濫（は

んらん）や水難から、人々や子ど

も達を護って下さる『水地蔵様』

として尊（とうと）ばれています。

　元々このお地蔵様は現在よりも

少し上流にありましたが、平成２

年に甲南橋が架け直された際に現

在の位置に移されました。

　平成 28年４月の熊本地震によ

り地蔵堂は、お地蔵様もろとも大

井出川に転落。お堂は全壊してし

まい、お地蔵様も一部破損してし

まいましたが、この地域は比較的

被害も少なかったことから「お地

蔵様が身代わりになって下さった

おかげだ」と深く感謝し、岩下一

区民並びに緑町区民の志により、

お地蔵様の修復と地蔵堂が再建さ

れました。

　かつては、７月24日は地蔵さ

ん祭りとしてお地蔵様の周りに仮

小屋を造り、初盆の家からもらっ

た提灯を飾り、地蔵様にお菓子や

果物を供えて、子ども達が健康で

すこやかに成長することを祈って

いました。

　時代の趨勢（すうせい）により

「地蔵さん祭り」は見かけられな

くなりましたが、現在では同時期

に行われる『あゆまつり』に当時

の賑いを引き継いでいます。

甲佐町の文化財探訪　～第７１回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447（内線 322）

「大井出川に落ちた地蔵（岩下一区・緑町区）」 北里 義友 町文化財保護委員（津志田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（６月分）

※単位・㌔ 

熊
本
県
夢
応
援
進
学

給

付

金

に

つ

い

て

▶
熊
本
地
震
後
に
再
建
さ
れ

　

た
地
蔵
堂

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

熊
本
県
奨
学
の
た
め
の
給
付
金

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

優
生
手
術
な
ど
を
受
け
た
方
へ
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Monthly Information

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
各
種
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
要
項
お
よ
び
資
格

○
防
衛
大
学
校
学
生

●
推
薦

・
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
で
高

　

卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専

　

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）
で
、

　

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な

　

ど
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学

　

校
長
が
推
薦
で
き
る
者

総
合
選
抜
・
一
般

・
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
で
高

　

卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専

　

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、

　

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

・
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
で
高

　

卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専

　

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

○
防
衛
大
学
校
学
生

・
推
薦
・
総
合
選
抜　

９
月
５
日

　
（
木
）
〜
９
日
（
月
）

・
一
般　

９
月
５
日
（
木
）
〜
30

　

日
（
月
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、

　

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

・
９
月
５
日
（
木
）
〜
９
月
30
日

　
（
月
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇

　

城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

　

東
京
２
０
２
０
聖
火
リ
レ
ー
熊

本
県
実
行
委
員
会
で
は
、
県
内
を

走
る
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
熊
本
」「
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
」「
募
集
」
で
検
索
し
て

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　

●少年柔道スクール

●卓球

●ノルディックウォーキングスクール

　

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●ジュニアバスケットスクール

■お問い合わせ先

TEL

令
和
元
年
度
防
衛
大
学
・ 

防
衛
医
科
大
学
学
生
募
集

ｒ
募
集

こうさの話題
 Topics

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
募
集
に
つ
い
て

　

７
月
12
日
（
金
）
甲
佐
小
学
校

（
永
瀨
善
久
校
長
２
０
５
人
）
で
、

「
人
権
の
花
」
運
動
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
伝
達
式
は
、
子
ど
も
た
ち
が
協

力
し
て
花
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
思
い
や
り
な
ど
の
基
本
的
人
権

を
尊
重
す
る
精
神
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
的
に
、
町
教
育
委
員
会
が
本

町
の
人
権
擁
護
委
員
と
協
力
し
て
実

施
。

　

児
童
代
表
に
、
町
の
人
権
擁
護
委

員
の
沼
田
峰
子
さ
ん
か
ら
花
の
種
な

ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
春
に
種
を
ま
い

て
花
を
育
て
、
秋
に
実
っ
た
種
を
採

取
し
て
次
の
学
校
へ
と
「
人
権
の

花
」
を
広
げ
ま
す
。

思いやりの花を咲かせよう　
甲佐小で「人権の花」運動伝達式

▼

児
童
代
表
に
じ
ょ
う
ろ
を
手
渡
す
沼
田
さ
ん（
右
）
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Monthly Information

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限

　

８
月
31
日
（
土
）

▼
開
催
日

　

令
和
２
年
５
月
６
日
（
水
）
〜

　

７
日
（
木
）

▼
公
募
人
数

　

30
〜
35
人
程
度

▼
応
募
方
法

　

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集
専
用
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
郵
送

▼
郵
送
先

　

〒
８
６
２
‐
８
７
９
９

　

熊
本
東
郵
便
局
私
書
箱
20
号

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
２
０
２
０
聖
火
リ
レ
ー
熊

　

本
県
実
行
委
員
会

　

TEL
０
１
２
０
‐
４
‐
２
０
２
０

４

　

県
で
は
、
健
康
に
配
慮
し
た
食

事
を
提
供
す
る
「
く
ま
も
と
健
康

づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

応
援
店
に
は
、
の
ぼ
り
旗
を
交

付
し
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
お
店
を
ｐ
Ｒ
し

ま
す
。
指
定
は
無
料
で
す
。

▼
応
募
対
象

　

飲
食
店
、
弁
当
・
惣
菜
店
な
ど

▼
実
施
内
容

　

栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル
シ
ー
メ

　

ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
指
定
項
目

　

か
ら
選
ん
で
実
施

▼
応
募
締
切

　

10
月
31
日
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
㌫

か
ら
10
㌫
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
同

時
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
熊
本
東
税
務
署
に
お

い
て
「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
事
前

の
申
し
込
み
や
参
加
費
は
か
か
り

ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
会
場
の
収
容
人
数
の
都

合
上
、
ご
来
場
い
た
だ
い
て
も
、

受
講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
先
着
順
）

▼
開
催
期
日

　

８
月
７
日
（
水
）、
９
月
３
日

　
（
火
）、
９
月
４
日
（
水
）

▼
開
催
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分
、

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場

　

熊
本
東
税
務
署
３
階
大
会
議
室

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機

　

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

　

御
船
署
管
内
で
は
、
今
年
に
入

り
30
件
を
超
え
る
声
か
け
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
の
防
犯
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

知
識
だ
け
で
は
身
を
守
れ
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
、
大
声
を

出
す
、
た
め
ら
わ
ず
逃
げ
る
な
ど

の
「
行
動
で
き
る
力
」
を
育
て
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を

使
う
練
習
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

電
池
の
確
認
も
忘
れ
ず
に
。

　

不
審
者
（
車
）
を
見
か
け
た
と

き
は
、
御
船
警
察
署
へ
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～８月～
 Event

ｃ
く
ら
し
安
全

声
か
け
事
案
に
要
注
意

▶

・西本　孝志様　京都府

・井芹　敏郎様　奈良県

・北林　司　様　宮崎県

・佐久田和代様　沖縄県

　　　　　　　　　　　ほか

▶
円

　　　　　　　（６月30日現在）

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

７
月
の
「
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の

　

野
の
花
写
真
展
」
の
様
子

「 」こうさんもん No.9

　▶
TEL

▶

「梅酒カステラ」こうさんもん No.10

　　　　　▶
TEL

▶期　間　７月 30日（火）～８月 16日（金）

▶展　示　街角ギャラリー展示作品（甲佐絵画クラブ）

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

説

明

会

を

開

催

e
開
催

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り

応

援

店

の

募

集
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甲佐中生徒が竜野保育園で触れ合い学習を体験しました。同中と同園が連携して毎年実施しており、今年で25年目。

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

娘
連
れ
再
検
査
に
て
市
内
ま
で
疑
い
晴
れ
て
ケ
ー

キ
で
乾
杯 

赤
星　

文
子

神
前
に
額
ず
く
夫
の
肩
細
り
闘
病
な
が
ら
も
米
寿

を
祝
う 

池
田
キ
ヨ
子

田
植
え
済
み
田
圃
一
面
み
ど
り
色
そ
の
後
梅
雨
に

入
り
行
く
不
思
議 

緒
方　

明
美

夫
の
居
ぬ
こ
の
吾
が
家
に
も
春
が
来
て
そ
し
て
夏

来
て
初
盆
迎
ゆ 

塚
原　

暁
益

動
物
園
の
木
々
の
間
通
る
初
夏
の
風
に
子
山
羊
が

メ
ー
メ
ー
と
鳴
く 

吉
永
由
紀
子

歳
と
れ
ば
行
く
べ
き
所
も
行
か
ぬ
ま
ま
理
由
を
つ

け
て
家
に
こ
も
り
ぬ 

内
田
乃
武
子

早
い
も
の
黄
金
の
麦
穂
刈
り
取
ら
れ
今
は
波
打
つ

青
田
と
な
れ
り 

白
梅　

武
人

昨
日
ま
で
土
色
し
て
た
田
の
色
も
今
日
は
多
く
が

緑
に
変
わ
る 

上
村
や
す
美

し
な
や
か
に
激
流
に
棲
む
若
鮎
よ
わ
れ
米
寿
に
て

拘
り
多
し 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
「
手
の
ひ
ら
」

手
の
ひ
ら
の
し
わ
が
歴
史
を
物
語
る 

林　
　

雅
之

手
の
ひ
ら
の
固
さ
で
解
る
仕
事
ぶ
り 

日
隈　

俊
郎

握
っ
て
も
広
げ
て
み
て
も
無
骨
な
手 

小
川　

春
子

　
「
寄
付
」

新
築
の
家
で
寄
付
金
ひ
ま
が
い
り 

川
田
ト
メ
子

ボ
ー
ナ
ス
が
出
た
後
に
す
る
寄
付
集
め 

清
川
み
ど
り

断
れ
ぬ
よ
う
に
し
て
か
ら
寄
付
が
来
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

こ
れ
っ
き
り　

見

舞

の

友

と

長

話 

広
田
み
ど
り

こ
れ
っ
き
り　

あ
し
た
返
納
す
る
免
許 

下
山　

千
恵

こ
れ
っ
き
り　

ブ
ラ
ン
ド
物
ン
に
ゃ
手
ェ
出
さ
ん 

志
垣　
　

光

こ
れ
っ
き
り　

後
は
伜
に
任
せ
た
ぞ 

佐
藤　
　

葵

こ
れ
っ
き
り　

ゲ
ー
ム
止
め
る
と
指
切
っ
た 

平
井
や
よ
い

こ
れ
っ
き
り　

騙
さ
れ
た
振
り
や
め
と
こ
う 

長
原　

産
賀

こ
れ
っ
き
り　

皆
で
ほ
ど
よ
う
分
け
な
っ
せ 

佐
野　
　

京

こ
れ
っ
き
り　

枯
ら
す
鉢
植
え
買
わ
ん
と
こ 

光
永　
　

六

こ
れ
っ
き
り　

よ
う
や
く
出で

け来
た
置
き
手
紙 

井
元
あ
ざ
み

こ
れ
っ
き
り　

会
わ
ん
つ
も
り
で
居
っ
た
の
に 

日
高　

美
里

こ
れ
っ
き
り　

あ
た
の
面
倒
も
う
見
ら
ん 

上
田　

梅
清

こ
れ
っ
き
り　

云
っ
て
も
す
ぐ
に
せ
が
み
よ
る 

日
隈　

元
良

こ
れ
っ
き
り　

奥
様
泣
か
せ
度と

う
は
無
ァ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

葉
月 

〜
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ひとの動き（敬称略）

 住　所 氏　名     性別  保護者

下横田　福永　蒼
そうりゅう

龍　男　浩　紀

麻生原　西本　心
こ は る

春　男　健　一

岩　下　米原　蓮
れ お

雄　男　明　子

船　津　北野　叶
と う ま

真　男　勝　士

中横田　村上　藍
あ い と

斗　男　　彰

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,030 ３

女 5,563 △19

計 10,593 △16

世帯数 4,284 １

令和元年６月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

中　山　西坂エイ子　92　エイ子

下横田　高田　富雄　87　妙　子

大　町　北野　朝子　86　朝　子

船　津　野仲　冨子　103　知　宏

岩　下　赤星ミヱ子　98　ミヱ子

麻生原　德滿　テル　93　輝　昭
西寒野　松村　民江　94　民　江

上早川　野仲　誠一　81　元　子

白　旗　井芹ヒサ子　95　銘　美

坂　谷　田上　 榮 　94　　榮

仁田子　井芹　一寿　51　鈴　秋

６月11日（火）～７月10日（水）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

作り方

①ゴーヤの上下を切り落とし、

スプーンでワタを取り出して

３㍉幅に切りそろえましょう。

②ボウルに①を入れ、まず砂糖

を振りかけ、しっかりもみま

す。次に塩を振り、軽くもみ

込みます。

③沸とうしたお湯に②を入れ、

さっと湯通しして冷水にとり

ます。

④熱がとれたらギュッと絞り、

ボウルにとり出します。

⑤サバ缶の汁を切っておきます。

⑥④に⑤と調味料を、サバの身

をほぐしながら混ぜ合わせ、

器に盛ったら完成です。削り

節があれば、お好みで振りか

けてください。

ゴーヤのポン酢和え

ご存知ですか？

材　料（４人分）

ゴーヤ　………………　１本
塩　……………………　小さじ１
砂糖　…………………　大さじ１
サバ缶　………………　１缶
ゴマ油　………………　小さじ１
ポン酢　………………　大さじ１
カツオ節　……………　小袋１

　　　夏になるとゴーヤが食卓

に上る回数が増えますが、「ゴー

ヤー」が沖縄の方言だってご存

じですか ?

　ゴーヤを窓の外に栽培してグ

リーンカーテンというのはどう

でしょう。強い日差しをさえぎ

りながら、実を収穫したら一石

二鳥です。

　栄養満点のゴーヤの特徴であ

る「苦み」ですが、これはゴー

ヤに含まれるモモルデシンが原

因です。この成分には胃腸を整

え、傷ついた胃腸の粘膜を守っ

たり、血糖値や血圧を下たりす

る働きがあります。また、食欲

を高める効果もあり、体力を落

とさず、夏バテを防いでくれます。

　さあ、今年の夏はゴーヤで夏

バテ知らずになりましょう。

編

　

今
月
の
表
紙
で
は
、
７
月
７
日
に

開
催
さ
れ
た
天
然
芝
の
植
え
付
け
イ

ベ
ン
ト
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
数
日
前
に
は
、
大
雨
に

よ
る
避
難
指
示
が
出
さ
れ
る
な
ど
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は

数
日
前
の
雨
が
嘘
の
よ
う
な
快
晴
。

真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
も
暑
さ
に
負
け
ず
、
笑
顔
で
天

然
芝
を
植
え
付
け
る
姿
が
あ
ち
こ
ち

で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
芝
は
順
調
に
成
長
し
て
お

り
、
ピ
ッ
チ
に
点
在
す
る
緑
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ

ン
予
定
の
秋
に
は
、
生
え
そ
ろ
っ
た

芝
の
上
で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
に
会
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

楽
し
い
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
る
サ
ッ

カ
ー
場
の
完
成
が
待
ち
遠
し
い
で
す

ね
。 

（
と
）

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　御船町　堀　　和久

　　妻　上　揚　山田　千春

　　夫　芝　原　光永　雅博

　　妻　嘉島町　住永　春菜

●お詫びと訂正について

　７月号の19ページ「ひとの動き」

井元奏ちゃんの読み方に誤りがあり

ました。お詫びして訂正いたします。

　（誤）（かえで）

　（正）（かなで）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）
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こうさ広 報

　
「
研
修
会
で
は
、
出
典
資
料
も

紹
介
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
も
紹
介
し
た

文
献
な
ど
を
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、

調
べ
る
楽
し
さ
や
発
見
す
る
喜
び

に
つ
い
て
も
知
っ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
す
の
は
、
新
甲
佐
町
史

研
修
会
講
師
の
佐
藤
征
子
さ
ん

（
仁
田
子
区
）。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
25
年
発
刊

の
『
新
甲
佐
町
史
』
の
編
集
委
員

長
と
し
て
編
集
作
業
に
取
り
組
み
、

現
在
は
本
町
の
歴
史
や
成
り
立
ち

な
ど
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

「
新
甲
佐
町
史
研
修
会
」
の
講
師

の
１
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

阿
蘇
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
県

内
民
俗
文
化
財
の
学
術
調
査
や
保

護
を
行
っ
て
い
た
佐
藤
さ
ん
は
、

『
新
町
史
』
の
編
集
を
き
っ
か
け

に
本
町
の
歴
史
に
深
く
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
以
前
の
地
域
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
が
、

行
政
区
の
公
民
館
や
区
長
宅
、
個

人
な
ど
で
保
管
・
管
理
さ
れ
て
お

り
、
町
史
の
編
集
作
業
の
中
で
そ

れ
ら
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
江
戸

末
期
や
明
治
時
代
の
地
域
の
決
め

事
や
催
し
事
、
日
常
生
活
の
様
子

な
ど
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
人
々
の
生
活
が
、
地
域
と
強
く

結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
感
じ
ま

す
」
と
話
す
佐
藤
さ
ん
。

　
「
歴
史
を
見
直
す
こ
と
で
、
身

近
な
風
景
が
違
っ
て
見
え
ま
す
。

『
新
甲
佐
町
史
研
修
会
』
な
ど
を

通
し
て
、
地
域
の
歴
史
に
触
れ
て

も
ら
い
、
甲
佐
町
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
」
と
呼
び
掛
け
る
。

　
「
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
将
来

に
活
か
せ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が

疎
遠
に
な
り
が
ち
な
現
代
社
会
に

お
い
て
、
地
域
と
密
着
し
た
日
常

を
送
っ
て
い
た
昭
和
以
前
の
人
々

の
生
活
は
参
考
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
過
去
を
理
解
し
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
活
か
す
た
め
に
も
、

研
修
会
な
ど
を
通
し
て
皆
さ
ん
に

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

残
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
次
の
世

代
へ
守
り
、
受
け
継
ぐ
こ
と
も
考

え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
語

る
佐
藤
さ
ん
は
、
甲
佐
の
未
来
を

見
据
え
て
い
る
。

地
域
の
歴
史
を
次
の
世
代
へ

町
史
が
示
す
地
域
の
絆

さとう せいこ / 新甲佐町史

研修会講師。第１回研修会は、

８月24日 ( 土 ) 午前10時から

町生涯学習センター・ホール

にて開催予定。専門は民俗学。

佐藤 征子さん
Sato Seiko

〔仁田子区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル


